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前
回
、平
成
９
年
度
と
平
成
15

年
度
と
の
市
民
税
収
入
額
の
比
較

を
表
に
し
ま
し
た
が
、こ
の
年
度

間
に
お
け
る
大
き
な
変
化
は
主
に

法
人
分
の
税
収
入
額
の
変
化
に
あ

る
こ
と
が
、左
の
表
で
明
ら
か
に

な
り
ま
す
。

　

武
蔵
野
市
は
、こ
の
年
度
間
に

２
倍
の
税
収
増
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、こ
れ
は
、平
成
15
年
度
の
一
時

的
な
増
額
と
思
わ
れ
ま
す
。一
方
、

本
市
は
56
％
の
減
少
で
、市
民
税

全
体
で
の
減
少
原
因
が
、法
人
分

の
減
少
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。こ
の
年
度
間
に
、都
下
随
一
を

誇
っ
た
本
市
の
製
造
品
出
荷
額
等

は
１
兆
７
０
６
４
億
円
か
ら
８
９

０
９
億
円
と
大
幅
に
減
少
し
て
お

り
、製
造
業
な
ど
の
業
績
の
不
振

が
原
因
の
一
つ
で
し
た
。

　

し
か
し
、平
成
16
年
度
の
実
績

及
び
平
成
17
年
度
の
見
通
し
を
見

る
と
、よ
う
や
く
企
業
収
益
に
明

る
さ
が
見
え
て
き
ま
し
た
の
で
、

法
人
市
民
税
も
増
収
に
転
ず
る
見

込
み
を
立
て
ま
し
た
。本
市
の
誇

り
で
あ
る
市
内
企
業
の
健
闘
を
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

市
民
税
収
入
額
の
状
況
②

投
票
で
き
る
方

　

府
中
市
で
投
票
で
き
る
方
は
、

昭
和
60
年
７
月
４
日
以
前
に
生
ま

れ
、平
成
17
年
３
月
23
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
３
か
月
以
上
市
内
に

住
所
が
あ
り
、住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

転
入
・
転
出
・
転
居
し
た
方

■
３
月
24
日
以
降
に
転
入
し
た
方

　

３
月
24
日
以
降
に
、都
内
の
市

区
町
村
か
ら
府
中
市
に
転
入
し
た

方
は
、前
住
所
地
の
市
区
町
村
の

投
票
所
で
投
票
し
ま
す
。こ
の
場

合
、前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
及
び
府
中

市
が
発
行
す
る
住
民
票
の
写
し

（
無
料
）が
必
要
で
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、前
住
所
地
の

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
３
月
３
日
以
降
に
都
内
の
市
区

町
村
へ
転
出
し
た
方

　

府
中
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
で
、３
月
３
日
以

降
に
府
中
市
か
ら
都
内
の
市
区
町

村
へ
転
出（
１
回
の
転
出
に
限
る
）

し
た
方
は
、新
住
所
地
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
る
ま
で
は
、府

中
市
の
投
票
所
で
投
票
し
ま
す
。

こ
の
場
合
、現
在
住
ん
で
い
る
都

内
の
市
区
町
村
が
発
行
す
る
住
民

票
の
写
し（
無
料
）が
必
要
で
す
。

■
都
外
へ
転
出
し
た
方

　

投
票
日
前
に
、都
外
へ
転
出
し

た
方
は
、投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■
６
月
16
日（
木
）以
降
に
市
内
で

転
居
す
る
方

　

転
居
前
の
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
し
ま
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券
を郵

送

　

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、同
一

世
帯
の
方
の
全
員
分
を
１
つ
の
封

筒
に
入
れ
て
、６
月
25
日（
土
）ご

ろ
ま
で
に
届
く
よ
う
に
郵
送
し
ま

す
。投
票
に
は
自
分
の
投
票
所
入

場
整
理
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
は新

聞
折
込
み
で

　

選
挙
公
報
は
、６
月
28
日（
火
）

に
、朝
日
・
産
経
・
東
京
・
日
本
経

済
・
毎
日
・
読
売
新
聞
の
各
朝
刊
に

折
り
込
み
ま
す
。

　

な
お
、文
化
セ
ン
タ
ー
、保
育
所

な
ど
の
市
の
施
設
や
市
内
の
鉄
道

各
駅
、前
記
６
紙
の
各
新
聞
販
売

店
に
も
用
意
し
ま
す
。

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い

方
は
、期
日
前
投
票
・

不
在
者
投
票
を

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の

理
由
で
投
票
で
き
な
い
方
で
、次

に
該
当
す
る
方
は
、下
の
表
の
と

お
り
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
期
日
前
投
票
が
で
き
る
方

▽
期
日
前
投
票
を
行
う
日
に
選
挙

権
の
あ
る
方

■
不
在
者
投
票
が
で
き
る
方

▽
不
在
者
投
票
所
と
し
て
指
定
さ

れ
た
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

▽
市
へ
投
票
用
紙
を
請
求
し
、市

外
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
す

る
方

▽
投
票
日
に
は
20
歳
に
な
る
が
、

期
日
前
投
票
を
行
う
日
に
は
、19

歳
の
方

郵
便
な
ど
に
よ
る

不
在
者
投
票

■
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

の
対
象

　

次
に
該
当
し
、事
前
に
選
挙
管

理
委
員
会
に
申
請
さ
れ
た
方
は
郵

便
な
ど
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

▽
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方○
両
下
肢
、体
幹
、移
動
機
能
の
障

害
の
程
度
が
１
級
、ま
た
は
２
級

○
心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸
器
、ぼ
う

こ
う
、直
腸
、小
腸
の
障
害
の
程
度

が
１
級
、ま
た
は
３
級

○
免
疫
の
障
害
の
程
度
が
１
級
か

ら
３
級

▽
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

○
両
下
肢
、体
幹
の
障
害
の
程
度

が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

◆期日前投票所・不在者投票所投票期間◆
期日前投票所・不在者投票所 投票期間 投票時間

市役所１階市民談話室
６月25日（土）から
７月 ２ 日（土）
（土・日曜日を含む）

午前８時半
～午後８時

市政情報セン
ター（府中駅構内）

６月29日（水）から
７月 １ 日（金）

午前10時
～午後７時半

東部出張所（白糸台文化セン
ター内）

西部出張所（西府文化セン
ター内）

午前８時半
～午後５時

※投票所入場整理券をお持ちください。

◆市民税法人分収入済額◆

市　名 平成９年度 平成15年度 増減率
（％）順位 収入額 順位 収入額

八王子市 １ 70 １ 67 △ 　4
府 中 市 ２ 62 ６ 27 △　56
調 布 市 ３ 52 ４ 34 △　35
立 川 市 ４ 49 ３ 43 △　12
武蔵野市 ５ 33 ２ 66 100
町 田 市 ６ 30 ５ 29 △ 　3
日 野 市 ７ 29 ７ 20 △　31

（単位：億円）

○
心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸
器
、ぼ
う

こ
う
、直
腸
、小
腸
の
障
害
の
程

度
が
特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症

▽
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
お

持
ち
の
方
で
、要
介
護
状
態
区

分
が
要
介
護
５
の
方

■
代
理
記
載
制
度

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投

票
の
対
象
者
で
、自
ら
投
票
の

記
載
が
で
き
な
い
次
に
該
当
す

る
方
は
、選
挙
権
が
あ
る
代
理

人（
事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会

へ
申
請
が
必
要
）に
投
票
に
関

す
る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
で
、上
肢
、ま
た
は
視
覚
の

障
害
の
程
度
が
１
級

○
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
で
、上
肢
、ま
た
は
視
覚
の
障

害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第

２
項
症

　任期満了に伴う東京都議会議員選挙は、
６月24日（金）に告示され、７月３日（日）が
投票日です。
　私たち都民の声を都政に反映させる大切
な選挙です。必ず投票しましょう。
　問合せは、選挙管理委員会事務局選挙係
（３３５・４４８６）へ。

東京発未来行東京発未来行

投票用紙は招待きっぷ投票用紙は招待きっぷ

７７月３日（日）
投票時間は投票時間は
　午前午前７時〜午後時〜午後８時 

東京都議会議員選挙東京都議会議員選挙東京都議会議員選挙東京都議会議員選挙東京都議会議員選挙
７ ３ 投票時間は

　午前７時〜午後８時 ７月３日（日）

◆主な記事◆

２
・
３
面

… 

特
集
府
中
の
教
育（
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム

を
導
入
・
武
蔵
国
庁
所
在
地
確
認
調
査
ほ
か
）

４
面

…
平
成
17
年
度
市
民
表
彰

49
人
２
団
体
の
方
々
を
表
彰

７
面

…
２
０
０
５
ボ
ー
ル
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
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府 中 の 教 育特特　集 府 中 の 教 育特　集

s
彫
刻
を
制
作
途
中
の
作
家

▲ 作家と子供たち、ボランティアスタッフが一
緒に作品をつくります

▲ 研修・合宿時などの宿泊にど
うぞご利用ください

◆宿泊施設の使用料◆

区分
市内の団体 市外の団体
大人 子供 大人 子供

洋室 1,600円 800円 2,400円 1,200円

和室 1,500円 700円 2,200円 1,100円

※使用料は、１人１泊で、食事は含みません。
※ 市内の団体は、市民、市内在勤・在学の方が半数以上の
団体及び姉妹都市・友好都市の団体です。

※ 子供は３歳～中学生で、２歳以下は無料です。ただし、
３歳以上と同様のサービスを必要とする場合は、子供
料金が必要です。

学
校
評
価
シ
ス
テ
ム

と
は

　

学
校
評
価
は
、教
科
指
導・
学
習

評
価
を
含
め
た
教
育
活
動
に
か
か

わ
る
評
価
と
、教
育
目
標
や
教
育
計

画
な
ど
の
教
育
課
程
、校
内
組
織
の

運
営
な
ど
学
校
経
営
に
か
か
わ
る

評
価
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を

ど
の
程
度
達
成
し
て
い
る
か
を
総

合
的
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

　

学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
は
、各
学

校
が
目
標
の
達
成
に
向
け
て
日

常
の
教
育
活
動
や
学
校
経
営
に
、

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ（
計
画
）、Ｄ
ｏ（
実
行
）、

Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ（
評
価
）、Ａ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ（
改
善
）と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
サ
イ
ク
ル
を
取
り
入
れ
た
も
の

で
、そ
の
評
価
結
果
を
次
年
度
の

指
導
計
画
や
教
育
課
程
に
反
映
さ

せ
、継
続
的
に
学
校
経
営
の
改
善

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
の

年
間
の
取
組
み

■
学
校
経
営
計
画
の
作
成
と
公
表

（
４
月
）

　

各
学
校
で
、年
度
内
の
学
習
・
生

活
・
進
路
な
ど
の
指
導
計
画
や
教

育
活
動
の
具
体
的
な
目
標
と
方
策

を
設
定
し
た
学
校
経
営
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

■
内
部
評
価（
８
・
12
月
）

　

学
校
経
営
計
画
に
基
づ
き
、校

長
、副
校
長
、教
職
員
が
教
育
活
動

状
況
を
評
価
し
、改
善
を
図
り
ま

す
。ま
た
、教
育
活
動
状
況
を
保
護

者
・
地
域
に
発
信
し
、情
報
の
共
有

化
を
図
り
ま
す
。

　

市
で
は
、学
校
の
自
主
・
主
体
的
な
改
革
、学
校
の
特
色
化
・
個
性
化
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
学
校
づ
く
り
の
充
実
・
発
展
を
目
的
に
、市
内
の
各
学

校
で「
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
」を
導
入
し
ま
し
た
。今
後
、家
庭
や
地
域
社

会
か
ら
信
頼
さ
れ
、魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、指
導
室（
３
３
５
・
４
０
６
３
）へ
。

◆編集　府中市教育委員会◆

学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入

学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入

学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入

学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入

学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入

●
生
涯
学
習
課
か
ら

●
生
涯
学
習
課
か
ら

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、い
つ

で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
も
が
学
習

で
き
る
よ
う
に
、市
民
の
皆
さ
ん

に
多
様
な
学
習
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

４
階
に
あ
る
宿
泊
施
設
で
は
、

学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
宿
泊
と

あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、集

中
的
・
効
果
的
に
学
習
や
研
修
、ス

ポ
ー
ツ
が
で
き
、ま
た
親
ぼ
く
を

深
め
な
が
ら
活
動
が
で
き
ま
す
。

自
主
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
団
体
、大

学
な
ど
の
ゼ
ミ
の
学
習
や
企
業
の

社
内
研
修
、ジ
ュ
ニ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ

の
合
宿
な
ど
様
々
な
目
的
で
利
用

で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
総
合
受
付（
３
３
６
・５
７
０

　

公
開
制
作
室
は
、画
家
や
彫
刻

家
な
ど
様
々
な
芸
術
家
た
ち
が
実

際
に
作
品
を
仕
上
げ
て
い
く
様
子

を
披
露
す
る
場
で
す
。こ
の
部
屋
で

は
、作
家
と
の
交
流
を
通
じ
て
、作

品
の
つ
く
り
方
や
材
料
の
使
い
方

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、と
き
に

は
、作
家
と
一
緒
に
作
品
を
つ
く
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
般
的
な
美
術
鑑
賞
は
、完
成
さ

れ
た
作
品
を
見
る
こ
と
が
中

心
で
す
が
、公
開
制
作
で
は
、

普
段
あ
ま
り
接
す
る
機
会
の

な
い
、芸
術
作
品
の
制
作
現

場
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、見

る
だ
け
で
な
く
、作
家
と
話

し
た
り
、作
品
に
触
っ
た
り
、

五
感
や
身
体
全
体
を
使
っ
て

体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、美

術
を
身
近
に
感
じ
、楽
し
み

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

実
際
に
作
品
が
作
り
出
さ

れ
て
い
く
過
程
に
接
す
る
こ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
宿
泊
施
設
をご

利
用
く
だ
さ
い

０
）へ
。

■
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
宿
泊
施
設

▽
宿
泊
期
間　

連
続
７
泊
ま
で
／

た
だ
し
、春
休
み
・
夏
休
み
期
間
は

３
泊
ま
で

※
休
館
日
の
前
日
は
宿
泊
で
き
ま

せ
ん
。

▽
対
象 

宿
泊
当
日
の
午
後
、ま

た
は
夜
間
、宿
泊
翌
日
の
午
前
に
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
学
習
施

設
・
体
育
施
設
、市
の
ほ
か
の
体
育

施
設
、ま
た
は
小
・
中
学
校
の
校
庭

を
使
っ
て
活
動
す
る
５
人
以
上
の

団
体

▽
宿
泊
室　

洋
室
８
室
、和
室
４

室
／
大
浴
場
・
小
浴
場
あ
り

▽
使
用
料　

左
の
表
の
と
お
り

▽
申
込
み　

市
内
の
団
体
は
宿
泊

日
の
７
か
月
前
か
ら
、市
外
の
団

体
は
宿
泊
日
の
３
か
月
前
か
ら
、

直
接
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

総
合
受
付
へ

■
関
係
者
評
価（
８
・
12
月
）

　

保
護
者
、地
域
の
方
、児
童
・
生

徒
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
、教

育
活
動
ご
と
の
意
見
を
伺
い
ま

す
。学
校
は
、こ
れ
ら
の
意
見
を
生

か
し
な
が
ら
教
育
活
動
の
改
善
を

図
り
ま
す
。

■
第
三
者
評
価（
年
度
内
３
回
）

　

学
識
経
験
者
、民
間
経
験
者
、教

育
管
理
職
経
験
者
な
ど
に
よ
る
学

校
評
価
委
員
会
を
設
置
し
、各
学

校
ご
と
に
第
三
者
評
価
を
行
い
ま

す
。今
年
度
は
市
内
の
小
・
中
学
校

11
校
で
行
い
ま
す
。

　

学
校
評
価
委
員
会
は
中
立
的
な

立
場
で
の
学
校
経
営
支
援
を
目
的

に
、学
校
経
営
計
画
や
年
３
回
実

施
す
る
学
校
訪
問
で
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
な
ど
を
通
じ
て
、学
校
経
営
の

改
善
の
提
案
を
行
い
ま
す
。

■
学
校
経
営
報
告
の
作
成
と
公
表

（
１
月
）

　

各
学
校
で
は
、学
校
経
営
計
画

の
実
施
状
況
を
評
価
し
、学
校
経

営
報
告
を
作
成
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
ま
す
。

■
学
校
経
営
診
断
の
実
施（
３
月
）

　

学
校
評
価
委
員
会
が
、各
学
校

の
教
育
実
践
を
検
証
し
、改
善
策

な
ど
を
提
言
し
ま
す
。ま
た
、次
年

度
の
学
校
経
営
計
画
の
策
定
に
向

け
て
、経
営
支
援（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
）を
行
い
ま
す
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

学
校
づ
く
り
に
向
け
て

　

学
校
で
は
、今
後
、質
の
高
い
特

色
の
あ
る
学
校
運
営
を
展
開
し

ま
す
。特
色
の
あ
る
学
校
に
な
る

た
め
に
は
、学
校
の
自
主
性
・
主

体
性
の
確
立
、特
色
の
あ
る
教
育

活
動
の
推
進
、開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
が
大
切
で
す
。こ
の
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
よ
り
、家
庭
や
地
域

な
ど
と
の
連
携
・
協
力
と
第
三
者

に
よ
る
客
観
的
・
専
門
的
な
評
価

が
一
体
と
な
り「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
学
校
づ
く
り
」が
推
進
さ
れ
ま

す
。

教育委員会

学校評価委員会

第三者評価
学識経験者
民間経験者

教育管理職経験者
　　　　　　など

内部評価
校長・副校長
教職員

関係者評価
保護者・地域
児童・生徒

〔学校運営連絡協議会〕

◆学校評価システムの全体像◆

学校

学校経営診断に基
づき、教育委員会内
部の連携と活性化
を図り、校長のリー
ダーシップのもと
組織的・機能的な学
校経営を支援し、主
体的な教育活動を
促進

○情報提供
と的確な
診断

○コンサル
ティング
への支援

○学校経営計画書
の作成と提示

○学校経営報告書、
自己評価・点検
結果の報告

○ヒアリング・学
校訪問の実施

○学校経営診断の
提示とコンサル
ティング

組織的な支援や指
導・助言

○学校の自主・自律
的な改革

○学校の特色化・個
性化

○オンリーワンの学
校づくり

学校経営計画や報告書
に基づく説明

○学校経営診断書
の提出及びコン
サルティング内
容の報告

○学校への支援に
ついての評価

と
で
、美
術
に
対
す
る
理
解・
興
味

が
よ
り
一
層
深
ま
る
で
し
ょ
う
。

　

今
後
の
公
開
制
作
及
び
作
家
の

来
館
日
に
つ
い
て
は
、随
時
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、府
中
市
美
術
館（
３

３
６・３
３
７
１
）へ
。

〜
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

学
校
づ
く
り
に
向
け
て

●
府
中
市
美
術
館
か
ら

●
府
中
市
美
術
館
か
ら

公
開
制
作
で
つ
く
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
学
ぼ
う
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●
指
導
室
か
ら

●
指
導
室
か
ら

●
学
務
保
健
課
か
ら

●
学
務
保
健
課
か
ら

▲ ドッジボール教室で活動
する体育指導委員

t
国
庁
の
推
定
復
元
建
物（
模
型
）

▲ 白線部分が大型建物の柱穴跡

s 

牧
場
体
験
で
の
牛
と
の
触
れ
合
い

　

４
月
か
ら
都
内
の
小
・
中
学
校

で
は
、「
教
頭
」か
ら「
副
校
長
」に

呼
称
が
変
更
さ
れ
、権
限
が
拡
充

さ
れ
ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、指
導
室
指
導
係（
３

３
５
・
４
０
６
２
）へ
。

■「
副
校
長
」制
導
入
の
意
義
・
目
的

〇
学
校
経
営
を
担
う
管
理
職
と

し
て
の
立
場
を
よ
り
明
確
に
し
、

ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強

化
を
図
る

〇
学
校
経
営
層
と
し
て
の
自
覚
と

モ
ラ
ル
・
ア
ッ
プ
を
図
る

〇
学
校
経
営
を
担
う
者
と
し
て
の

立
場
を
よ
り
明
確
に
し
、保
護
者

や
地
域
社
会
な
ど
の
対
外
的
な
対

応
の
一
層
の
円
滑
化
を
図
る

※
都
立
の
学
校
で
は
、す
で
に
平

成
16
年
４
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。

﹁
教
頭
﹂の
呼
称
が﹁
副
校
長
﹂に

　

学
校
教
育
プ
ラ
ン
21
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る「
体
験
学
習
の
推
進
」に

基
づ
い
た
校
外
学
習
検
討
委
員
会

か
ら
の
報
告
を
受
け
、市

で
は
、八
ヶ
岳
移
動
教

室
を
今
年
度
か
ら
２
泊

３
日
で
実
施
し
ま
す
。

　

子
供
た
ち
の
心
に
残

る
の
は
、実
際
自
分
が

行
っ
た
体
験
活
動
で
あ

り
、そ
こ
か
ら
生
ま
れ

た
感
動
で
す
。各
学
校

で
は
企
画
を
練
り
、た

く
ま
し
い
府
中
っ
子
を

育
て
る
も
の
と
な
る
よ

う
に
、宿
泊
体
験
学
習

と
し
て
、牛
・
豚
の
世
話

や
乗
馬
な
ど
の
牧
場
体

験
、芋
掘
り
、野
菜
の
収

穫
・
作
付
け
な
ど
の
農

業
体
験
な
ど
を
加
え
、

充
実
し
た
内
容
で
実
施
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、学
務
保
健
課
管
理

担
当（
３
３
５
・
４
４
３
５
）へ
。

　

図
書
館
で
は
、季
節
に
合
わ
せ

た
テ
ー
マ
本
の
展
示
や
本
の
案
内

を
行
い
、子
供
と
本
の
出
会
い
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

年
齢
別
に
子
供
の
本
の
リ
ス
ト
を

学
校
な
ど
で
配
布
し
、子
供
に
楽

し
い
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。な

お
、リ
ス
ト
は
、各
図
書
館
で
も
配

布
し
、掲
載
し
て
い
る
本
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。　　

　

身
近
な
家
族
の
方
が
絵
本
を
読

む
と
、聞
こ
え
て
く
る
親
し
い
人

の
声
に
赤
ち
ゃ
ん
は
喜
び
安
ら
ぎ

ま
す
。こ
の
リ
ス
ト
で
は
、赤
ち
ゃ

ん
が
楽
し
め
る
絵
本
を
紹
介
し
、

３
・
４
か
月
児
健
康
診
査
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

０
〜
２
歳
の
子
供
が
楽
し
め
る

絵
本
を
紹
介
し
、１
歳
６
か
月
児

健
康
診
査
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
に
小
学
生
が
楽
し
く
読

め
る
本
を
１
〜
３
年
生
と
４
〜
６

■武蔵国庁の所在地
　奈良・平安時代、武蔵国の国府が府
中市に置かれていたことは広く知ら
れていました。しかし、その最も重要

な中心施設となる国庁と呼ばれる建
物群の跡はこれまで見つかっておら
ず、市内の５か所（宮町２丁目付近、
本町１丁目付近、片町３丁目から本

町２丁目付近、片町２丁目
付近、美好町３丁目から分
梅町１丁目付近）のうちい
ずれかの場所であろうと
推定されていました。本格
的に国府の調査を始めて
から約30年が経過しまし
たが、２月に開催したシン
ポジウム「ここまでわかっ
た武蔵国府」で、これまで
幻であった国庁が宮町２
丁目にほぼ確定したこと
を発表しました。

■宮町２丁目発掘の大型建物群
　これまでの発掘調査から見えて
きた国庁の姿は、２条からなる大型
の溝で方形に区画された中に、主要
な大型建物群があるものとみられま
す。ほかの国府の例では、この建物群
は「コ」の字に配置されており、さら
に建物群の周囲にも様々な建物が建
てられ、国を治める上で必要な役所
として使われたようです。
　宮町２丁目の発掘調査では、建物
の柱を据える大きな柱穴が多数見つ
かりました。この穴の一辺は１メー

トルを
超える非常に大きなもので、おそら
くこの穴に据えられた柱はかなり太
いものと考えられます。大きな柱穴
が調査地区の南側と北側に並んだ状

態で見つかっていることから、大き
な建物が平行して建てられていたこ
とがわかりました。このような大き
な規模の建物は、市内では大國魂神
社周辺のごく限られた場所でしかみ
られず、全国的にも国庁や都の役所
などの建物に類似した大きさです。
このように、今回の建物群の跡は、国
庁の一部となる可能性が高いものと
考えられます。
　今年度も、引き続き確認調査を進
め、さらに国庁の実態を明らかにす
るとともに、国庁の保存・活用を図っ
ていきます。

◇　　　◇　　　◇
　問合せは、文化財担当（３３５・４
４７３）へ。

八
ヶ
岳
移
動
教
室
が
２
泊
３
日
に
な
り
ま
す

年
生
に
分
け
て
、本
の
内
容
を
写

真
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

夏
休
み
前
に
市
立
小
学
校
で
配
布

し
ま
す
。夏
休
み
期
間
は
紹
介
し

た
本
の
展
示
や
貸
出
し
を
行
い
ま

す
。

　

夏
休
み
に
中
学
生
が
楽
し
く
読

め
る
本
を
紹
介
し
、夏
休
み
前
に
、

市
立
中
学
校
で
配
布
し
ま
す
。夏

休
み
期
間
は
紹
介
し
た
本
の
展
示

や
貸
出
し
を
行
い
ま
す
。

　

学
校
や
地
域
で
、子
供
た
ち
に

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
方
が

増
え
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、対
象
年

齢
や
読
み
聞
か
せ
に
か
か
る
時
間

も
掲
載
し
た
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま

し
た
。各
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

問
合
せ
は
、中
央
図
書
館（
３
６

２
・
８
６
４
７
）へ
。

　

市
で
は
、身
近
な
と
こ
ろ
で
手

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
よ
う

に
、ス
ポ
ー
ツ
の
生
活
化
を
す
す

め
て
い
ま
す
。市
内
に
は
、ス
ポ
ー

ツ
施
設
が
充
実
し
、多
く
の
市
民

が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
ま

す
が
、そ
の
一
方
で
、ス
ポ
ー
ツ
が

不
得
意
で
、普
段
、体
を
動
か
す
こ

と
が
少
な
い
方
も
い
ま
す
。そ
の

よ
う
な
方
に
、ス
ポ
ー
ツ
教
室
や

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
行
事

を
通
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
参
加

で
き
る
よ
う

活
躍
し
て
い

る
の
が
体
育

指
導
委
員
で

す
。

い
っ
し
ょ
に
よ
も
う
よ

い
っ
し
ょ
に
よ
も
う
よ

00
〜〜
22
歳
の
え
ほ
ん

歳
の
え
ほ
ん

そ
れ
い
け
！
と
し
ょ
か
ん

そ
れ
い
け
！
と
し
ょ
か
ん

た
ん
け
ん
た
い

た
ん
け
ん
た
い

い
っ
し
ょ
に
よ
も
う
よ

い
っ
し
ょ
に
よ
も
う
よ

赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん

赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ　

Ｆ
ｏ
ｒ

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ　

Ｆ
ｏ
ｒ

Ｙ
ｏ
ｕ

Ｙ
ｏ
ｕ

読
み
聞
か
せ
に
向
く

読
み
聞
か
せ
に
向
く

絵
本
の
リ
ス
ト

絵
本
の
リ
ス
ト

　

市
で
は
、22
人
の
体
育
指
導
委

員
が
初
心
者
で
も
参
加
で
き
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
、水
な
れ
教

室
、ラ
リ
ー
テ
ニ
ス
教
室
や
子
供

を
対
象
に
し
た
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
教

室
な
ど
の
企
画・
立
案
を
し
て
い

ま
す
。ま
た
、地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
の
協
力
な
ど
を
通
し

て
、市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
の
た

め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
リ
ー
テ
ニ
ス
は
、市
民
の
皆

さ
ん
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

め
る
よ
う
に
、府
中
市
体
育
指
導

委
員
会
が
独
自
に
開
発
し
た
種
目

で
す
。既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で

な
く
、手
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
な

ど
も
体
育
指
導
委
員
の
大
切
な
役

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、体
育
課
振
興
係（
３

３
５
・
４
４
９
９
）へ
。

楽
し
い
本
を
紹
介
し
ま
す　

子
供
の
本
の
リ
ス
ト

●
図
書
館
か
ら

●
図
書
館
か
ら

市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
担
う
体
育
指
導
委
員

幻の武蔵国庁は宮町に幻の武蔵国庁は宮町に武蔵国庁は宮町幻の武蔵国庁は宮町に！！
文化財担当から文化財担当から

武蔵国庁所在地確認調査速報

●
体
育
課
か
ら

●
体
育
課
か
ら
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市
で
は
市
政
の
発
展
と
市
民
生

活
や
文
化
の
向
上
な
ど
、様
々
な

分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
、

府
中
市
表
彰
条
例
に
基
づ
い
て
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
市
民
表
彰
は
、

５
月
25
日
に
行
い
、９
つ
の
功
労

分
野
で
、49
人
２
団
体
の
方
々
を

表
彰
し
ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、秘
書
課（
３
３
５
・

４
０
１
５
）へ
。（順

不
同
、敬
称
略
）

■
自
治
功
労

▽
坂
井
利
夫（
武
蔵
台
２
の
11
／

行
政
相
談
員
）

■
事
業
推
進
功
労

▽
井
上
三
郎（
天
神
町
２
の
１
／

府
中
駅
南
口
第
３
地
区
市
街
地
再

開
発
組
合
理
事
長
）

■
社
会
福
祉
功
労

▽
池
本
壽
子（
西
府
町
４
の
５
／

民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
社
会
福
祉

委
員
）

▽
上
野
和
子（
西
府
町
１
の
39
／

民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
社
会
福
祉

委
員
）

▽
岡
本
好
子（
白
糸
台
４
の
44
／

民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
社
会
福
祉

委
員
）

▽
河
内
三
郎（
四
谷
３
の
27
／
民

生
委
員
・
児
童
委
員
・
社
会
福
祉
委

員
）

▽
清
水
よ
ね（
日
新
町
５
の
67
／

民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
社
会
福
祉

委
員
）

▽
横
山
年
子（
朝
日
町
１
の
32
／

民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
社
会
福
祉

委
員
）

▽
市
村
政
信（
是
政
３
の
６
／
保

護
司
）

▽
本
多
孝
安（
宮
町
２
の
17
／
保

護
司
）

▽
井
出
信
子（
武
蔵
台
３
の
31
／

人
権
擁
護
委
員
）

▽
小
澤
俊
夫（
天
神
町
４
の
23
／

人
権
擁
護
委
員
）

平
成
17
年
度
市
民
表
彰

49
人
２
団
体
の
方
々
を
表
彰

▽
桒
田　

（
本
町
２
の
５
／
人

権
擁
護
委
員
）

▽
浦
野
シ
マ（
若
松
町
１
の
９
／

若
松
福
祉
会
理
事
長
）

■
安
全
対
策
功
労

▽
青
木
浩
之（
小
柳
町
２
の
44
／

消
防
団
員
）

▽
伊
藤　

誠（
片
町
２
の
２
／
消

防
団
員
）

▽
浦
野
勝
弘（
宮
西
町
２
の
２
／

消
防
団
員
）

▽
桒
田
信
之（
寿
町
２
の
26
／
消

防
団
員
）

▽
林　

孝
一（
八
幡
町
２
の
７
／

消
防
団
員
）

▽
𠮷
野
英
治（
是
政
３
の
59
／
消

防
団
員
）

■
教
育
功
労

▽
秋
山
祐
子（
多
磨
町
１
の
17
／

体
育
指
導
委
員
）

▽
五
日
市　

久（
新
町
２
の
６
／

体
育
指
導
委
員
）

▽
植
竹
照
雄（
住
吉
町
１
の
80
／

体
育
指
導
委
員
）

▽
須
藤
靖
子（
住
吉
町
３
の
48
／

体
育
指
導
委
員
）

▽
瀨
戸
口
幸
則（
四
谷
３
の
50
／

体
育
指
導
委
員
）

▽
髙
橋
弘
藏（
小
柳
町
４
の
11
／

体
育
指
導
委
員
）

▽
宮
坂
洋
子（
是
政
５
の
21
／
体

育
指
導
委
員
）

▽
渡
辺
俊
雄（
天
神
町
２
の
23
／

体
育
指
導
委
員
）

▽
石
塚
洋
一（
晴
見
町
２
の
17
／

あ
お
い
学
園
理
事
長
）

▽
榎
本
保
子（
押
立
町
５
の
７
／

青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
委
員
）

▽
野
口
富
平（
晴
見
町
１
の
29
／

青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
委
員
）

■
文
化
功
労

▽
飯
泉　

優（
小
金
井
市
東
町
５

の
20
／
文
化
財
専
門
委
員
）

▽
井
原
茂
幸（
北
山
町
３
の
21
／

文
化
財
専
門
委
員
）

■
労
働
精
励

▽
伊
藤　

曄（
是
政
２
の
12
／
自

転
車
組
立
・
修
理
工
）

▽
加
藤
和
博（
武
蔵
台
１
の
21
／

看
板
工
）

▽
篠
塚　

巖（
美
好
町
１
の
14
／

木
製
家
具
・
建
具
製
造
工
）

▽
本
間
希
定（
是
政
１
の
55
／
調

理
人
）

▽
須
﨑　

寛（
矢
崎
町
４
の
15
／

じ
ん
か
い
収
集
作
業
員
）

▽
相
馬　

茂（
小
平
市
上
水
南
町

１
の
１
／
じ
ん
か
い
収
集
作
業

員
）

▽
山
口　

博（
八
王
子
市
鑓
水
１

７
８
／
じ
ん
か
い
収
集
作
業
員
）

▽
鈴
木
一
治（
是
政
１
の
11
／
農

業
従
事
者
）

▽
村
野
由
次（
白
糸
台
１
の
13
／

農
業
従
事
者
）

■
産
業
功
労 

▽
井
上
義
勝（
幸
町
２
の
９
／
商

工
業
の
育
成
発
展
）

　

市
で
は
、環
境
問
題
の
改
善
の

た
め
に
、市
内
の
環
境
を
監
視
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
に
実
施
し
た
監
視

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、環
境
保
全
課
公
害

係（
３
３
５
・
４
１
９
６
）へ
。

■
大
気
汚
染
の
状
況

　

大
気
汚
染
は
、市
内
５
か
所（
朝

日
・
押
立
・
武
蔵
台
・
四
谷
局
、市
役

所
）で
測
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

主
要
幹
線
道
路
の
周
辺
は
、大
気

環
境
測
定
車「
お
お
ぞ
ら
号
」で
測

定
し
て
い
ま
す
。

▽
一
酸
化
炭
素

　
す
べ
て
の
測
定
局
で
測
定
開
始
以

来
環
境
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

▽
二
酸
化
窒
素

　

す
べ
て
の
測
定
局
で
環
境
基
準

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

▽
浮
遊
粒
子
状
物
質

　

す
べ
て
の
測
定
局
で
環
境
基
準

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

環
境
問
題
の
改
善
の
た
め
に

平
成
16
年
度
環
境
監
視
結
果

▽
酸
性
雨

　

自
動
測
定
機
と
市
民
の
方
の
協

力
で
測
定
し
て
い
ま
す
。測
定
機

の
年
平
均
値
は
㏗
４
・
９
、市
民
調

査（
８･

９
月
）で
は
㏗
４
・
４
で
、

酸
性
雨（
㏗
５
・
６
以
下
）が
観
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
水
質
汚
濁
の
状
況

▽
多
摩
川

　

重
金
属
な
ど
の
有
害
物
質
は
環

境
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、

生
活
排
水
が
主
な
原
因
と
な
る
Ｂ

Ｏ
Ｄ（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）

は
、４
・
５
・
８
月
に
市
内
下
流
側

で
環
境
基
準
を
上
回
り
ま
し
た
。

ま
た
、大
腸
菌
群
数
は
、４
月
か
ら

10
月
、12
月
に
環
境
基
準
を
上
回

る
地
点
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
地
下
水

　

市
の
監
視
用
井
戸
で
あ
る
旧
武

蔵
台
２
号
水
源
井
で
、ト
リ
ク
ロ

ロ
エ
チ
レ
ン
が
環
境
基
準
値
を
超

え
て
い
ま
す
。ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ

レ
ン
の
新
た
な
汚
染
源
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
が
、平
成
17
年
度
も
引

き
続
き
測
定
を
行
い
ま
す
。な
お
、

旧
武
蔵
台
２
号
水
源
井
の
水
は
、

水
道
に
は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
騒
音
・
振
動
の
状
況

　

甲
州
街
道
や
鎌
倉
街
道
な
ど
の

市
内
13
地
点
で
騒
音
・
振
動
を
測

定
し
て
い
ま
す
。騒
音
は
、交
通
量

の
多
い
甲
州
街
道
な
ど
の
主
要
幹

線
道
路
わ
き
で
環
境
基
準
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。振
動
は
、振
動
規

制
法
の
要
請
限
度
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。

■
苦
情
・
相
談
の
状
況

　

苦
情
・
相
談
件
数
は
１
０
５
件

で
、前
年
の
１
２
３
件
に
比
べ
て

減
少
し
て
い
ま
す
。内
容
は
、ば
い

煙
が
42
件
、騒
音
が
29
件
、悪
臭
が

16
件
、電
波
障
害
が
４
件
、そ
の
他

が
14
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

状
況

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
は
、

市
内
５
か
所（
朝
日
・
押
立
・
武
蔵

台
・
四
谷
局
、市
役
所
）で
、８
月
と

２
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。す
べ

て
の
測
定
局
で
環
境
基
準
値
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

寄　

付
（
敬
称
略
）

■
市
民
福
祉
公
社
へ　

▽
中
田
俊

明　

四
万
五
六
一
一
円
▽
三
宅
哲

也　

二
万
円

■
福
祉
基
金
へ　

▽
松
島
正
子　

五
百
万
円

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ　

▽
矢
崎

歯
科
医
院
と
患
者
さ
ん
一
同　

一

万
八
〇
七
七
円
▽
多
磨
町
子
ど
も

会
育
成
会　

一
万
三
八
二
五
円

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
へ

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、３

歳
か
ら
７
歳
５
か
月
ま
で
に
３

回
、９
歳
か
ら
12
歳
11
か
月
に
１

回
、14
歳
か
ら
15
歳
11
か
月
に
１

回
接
種
し
ま
す
が
、予
防
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、市
内
各
協
力

医
療
機
関
で
、医
師
の
説
明
を
受

け
て
同
意
の
も
と
に
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、市
民
医
療
セ
ン

タ
ー
母
子
保
健
係（
３
６
８
・５
３

３
３
）へ
。

▽
梅
津　

忠（
世
田
谷
区
上
北
沢

３
の
36
／
商
工
業
の
育
成
発
展
）

▽
倉
林　

亮（
府
中
町
１
の
６
／

商
工
業
の
育
成
発
展
）

▽
瀧
井
英
男（
本
町
４
の
25
／
商

工
業
の
育
成
発
展
）

▽
富
澤
不
二
夫（
本
町
３
の
４
／

商
工
業
の
育
成
発
展
）

■
寄
付
行
為

▽
大
久
保　

茂（
是
政
３
の
31
／

土
地
の
寄
付
）

▽
金
子
敬
三（
本
宿
町
３
の
15
／

土
地
の
寄
付
）

▽
武
蔵
府
中
法
人
会（
府
中
町
２

の
25
／
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
除
細

動
器
）の
寄
贈
）

▽
府
中
市
南
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル

フ（
福
祉
基
金
へ
の
寄
付
）

都
市
計
画
道
路

７
・
５
・
１
号
が
開
通

　

都
市
計
画
道
路
７
・
５
・
１
号

（
府
中
駅
前
通
り
か
ら
小
金
井
街

道
ま
で
）が
完
成
し
、こ
れ
ま
で
の

一
方
通
行
が
６
月
２
日
か
ら
相
互

通
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、土
木
課（
３
３
５
・

４
３
４
８
）へ
。

▲日ごろの活躍と功績をたたえて

府中駅

京王線
Ａ地区Ａ地区

７・５・２号線２号線

７・５・１号

８・６・１号線１号線

府
中
駅
前
通
り

第二地区第二地区
伊勢丹・フォーリス伊勢丹・フォーリス
（平成８年度完成）（平成８年度完成）

７・６・３号（計画中）

フォーリス

くるる

小
金
井
街
道

け
や
き
並
木

旧甲州街道

新
宿
仲
通
り

新
宿
仲
通
り

新
宿
仲
通
り
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ＪＲ南武線新駅周辺地区の
市民ワークショップ参加者募集
▽期間 ８月から平成18年12月（７回
程度）
▽対象 西府文化セン

ター周辺に在住・在勤
の方
▽内容 ＪＲ南武線新駅周辺地区の案
内表示板や散策路の整備にかかわる素
案づくり
▽申込み ７月15日（金）まで（必着）
に、はがきに住所、氏名、年齢、職業、電
話番号を記入して、〒183－8703都市
整備部計画課へ
▽問合せ　計画課（３３５・４３３４）

交通安全作文コンクール
作品募集

▽対象 市民、または市内在学の小・中
学生
▽作品の規格　「交通事故防止」をテー
マに400字詰めの原稿用紙２枚以内／
１人１点／ほかのコンクールなどに採
用された作品を除く
▽申込み ９月30日（金）まで（必着）
に、原稿用紙の裏面に住所、氏名（ふり
がな）、年齢、電話番号を記入して、
〒183－8703環境安全部地域安全対策
課へ／持参可／市内在学の小・中学生
は、２行目に学校名・学年を記入して各
学校へ
▽発表・表彰　平成18年４月４日（火）
開催予定の「交通安全市民のつどい」で
発表／入選者には賞状と賞品を贈呈
※作品の著作権は市に帰属しますが、
作品は返却します。
▽問合せ 地域安全対策課安全係（３

３５・４１４７）

平和行事夏休みバスツアー

　戦争や被爆体験を、次の時代を担
う若い世代に正しく継承し、平和意
識の高揚を図るため、米国のビキニ
水爆実験に巻き込まれた遠洋マグロ
漁船などを見学する平和行事バスツ
アーを実施します。
▽日時 ７月28日（木）午前９時～午
後４時半
▽対象 小学４年～中学生の市民
（保護者同伴可）
▽定員 40人（抽せん）
▽費用 100円（保険料）／昼食持参
▽見学施設　第五福竜丸展示館・日
本科学未来館（江東区）
▽申込み ６月30日（木）まで（当日
消印有効）に、はがきに住所、氏名（ふ
りがな）、学年、電話番号、保護者同伴
の場合は保護者の氏名（ふりがな）を
記入して、〒183－8703生涯学習部
生涯学習課へ

※参加者説明会を７月16日（土）午前
10時から市役所北庁舎３階会議室で
行います。
▽問合せ 生涯学習課企画振興係
（３３５・４４６４）

平成18年度から使用予定
教科書の見本本展示会

▽日時 ６月17日（金）から30日（木）
午前９時～午後７時（土・日曜日は午
後４時半まで）
▽会場 教育セン

ター

▽問合せ 教育セン
ター（３６４・４１０８）

薬の健康教室「自分に合う薬に出会い
たい～からだとミネラルの関係」／Ｆ
▽日時 ７月14日（木）午後１時半
▽場所 市民医療セン

ター分館（仮称）
▽定員 先着40人
▽費用 無料
▽講師 内坪誉志氏（薬剤師）
▽申込み ６月13日（月）から電話で
市民医療セン

ターへ
▽問合せ 市民医療セン

ター成人保健係
（３６８・５３３８）

児童手当・児童育成手当
現況届の提出を

　６月は、児童手当・児童育成手当の

切替え月です。現在手当を受けている
方に、現況届の用紙を６月13日（月）ま
でに郵送しますので、期間中に提出し
てください。現況届を提出されない場
合は、６月分以降の手当が受けられま
せん。
　なお、６月１日以降に転出の方及び
所得制限を超えているなどの理由で、
６月分以降の手当が受給できない方も
必ず提出してください。
▽日時 ６月20日（月）から25日（土）
午前９時～午後４時半（25日は正午ま
で）
▽場所 市役所北庁舎３階会議室
▽問合せ 子育て支援課育成係（３３
５・４１００）

７月１日（金）から
下水道使用料の引き下げ

　７月１日（金）から、一般汚水の下水
道使用料を下の表のとおり改定しま
す。
　下水道使用料は、下水道を維持し、快
適に使用していただくための経費とし
て皆さんに負担していただいていま
す。今後、施設の老朽化に伴う維持管理
費などの経費は増加が見込まれます
が、一方で市債の償還金などは減少し
ます。そこで、適切な下水道使用料とす
るため、平均で4.6％の料金引き下げを
実施します。
　なお、浴場汚水の下水道使用料の変
更はありません。
　問合せは、下水道課業務係（３３５・
４３８１）へ。

■東京土建住宅デー　６月19日（日）
午前10時～午後３時　大國魂神社ほ
か／小雨実施／内容は住宅無料相
談、包丁研ぎ、まな板削りほか／問合
せは同府中国立支部（363・6554）へ
■東京土建住宅なんでも110番　６
月26日までの毎週土・日曜日　午前
10時～午後４時／内容は地震対策、
シックハウスなどの住宅相談／相談・
問合せは同土建（0120・187514）へ
■多摩ブルー・グリーン賞募集　対
象は多摩地域と隣接地域の事業者／
内容は中小企業・個人事業主が開発

した優れた技術や製品と、ビジネス
を通じての地域社会への貢献を表彰
／賞金あり／申込みは９月30日（金）
まで（必着）に、決められた用紙（多摩中
央信用金庫各支店に用意）で〒190－
8681同賞事務局（同信用金庫内）へ／
問合せは同事務局（042・526・7739）へ
■講演会「ゆとり教育の目指すもの
～高校教育を中心に」　６月16日（木）
午後５時半　総合学園テクノスカレッ
ジ（小金井市前原町）／先着100人／
無料／講師は有馬朗人氏（元文部大
臣）／申込みは電話、またはＦＡＸ
（387・4800）で同学園へ／問合せも同
学園（0120・634・200）へ
■民族音楽演奏会と育児相談　６月
18日（土）午前10時～11時　府中めぐ
み保育園／無料／内容は親子で南米
アンデス地方の民族音楽を聞くほか
／出演はエル・エコー／申込み・問合
せは同園（336・6620）へ
■講演会「正しいしつけの為の三本
柱」　６月25日（土）午前９時半～11
時半　是政保育園／対象は子育て中
の保護者／先着30人／無料／講師は
栗山正樹氏（栗山アソシエイツ代表
取締役）／託児あり（無料）／申込み・
問合せは同園（361・7452）へ
■吟詠吟舞鴻水流発表会　６月19日
（日）午前11時　府中の森芸術劇場／
無料／出演は清水源翁、清水鈴峰ほ

か／演目は高砂、千代田城、敦盛塚ほ
か／問合せは清水宅（368・6600）へ
■府中・ウィーン交流合唱団「帰国演
奏会2005」　６月30日（木）午後７時
　府中の森芸術劇場／入場料1000円
（全席自由）／出演は矢澤定明（指揮）、
白石　准（ピアノ）ほか／曲目は「水の
いのち」「ウィーンわが夢の町」ほか／
共催は府中文化振興財団／申込み・
問合せは都筑宅（362・4502）へ
■府中年金者組合写真クラブ「けや
き」写真展　６月17日（金）から21日
（火）午前９時～午後７時（17日は正
午から、21日は午後５時まで）　府中
グリーンプラザ分館／無料／問合せ
は勝谷宅（363・9050）へ
■女性合唱団「プリム・ローズ」定期
演奏会　６月24日（金）午後７時　府
中の森芸術劇場／無料／曲目はアメ
イジング・グレイスほか／問合せは
堀江宅（363・1839）へ
■オペラ出演者募集　内容は平成18
年３月19日（日）に開催するベルディ
「椿姫」のソリスト／選考会は７月10
日（日）午後６時から片町文化セン

ターで開
催／主催は声楽研究会／申込み・問
合せは坂本宅（364・3778）へ
■つくって食べよう朝鮮料理　６月
25日（土）午前10時～午後１時　中央
文化セン

ター／先着15人／費用2000円（材料
費込み）／内容は豚肉のコチュジャン

煮ほか／講師は金　純子氏（朝鮮大
学非常勤講師）／申込み・問合せは松
野あて（090・3085・7557）へ、夜間に
■不登校の親の集い　毎月第３土曜
日　午後２時半～６時　中央文化セン

ター

／無料／内容は不登校の子供を持つ
親の経験談を踏まえ子供の進路・自
立を考える／主催はひまわりの会／
申込み・問合せは平田あて（090・84
64・5174）へ
■田んぼの学校　７月２日から11月
５日の土曜日　午前10時～正午（全
６回）　東京農工大学本町農場／定
員30人／内容は稲の成長や水生昆虫
の観察、稲刈り、収穫祭ほか／講師は
本林　隆氏（同大学教授）／主催は府
中かんきょう市民の会／申込みは６
月25日（土）まで（必着）に、往復はが
きで五十嵐四郎宅（〒183－0035四
谷１の44の３）へ／問合せも同宅
（366・3505）へ
■家庭でできるモンテッソーリ教育
　６月26日（日）午前10時～11時半　
スクエア21・女性セン

ター／定員50人／費
用200円（資料代含む）／内容は発達
に応じたお手伝いの紹介／講師は深
津高子氏（国際モンテッソーリ協会
理事）／主催はモンテッソーリ教育
を学ぶ会／申込みは電話、またはＦ
ＡＸ（360・5458）で横田宅へ／問合
せも同宅（360・5176）へ

　「ひろば」欄は、市民の皆さん

のグループ活動で、市が共催・後

援・協賛する催しや市内の会場で

行われる催し、新規に活動を始め

る団体の会員募集などを掲載しま

す。

　掲載内容は、当事者間で責任を

お持ちください。

　掲載の申込みは、発行日（１日・

11日・21日）の約１か月前まで（必

着）に、登録団体は登録窓口の課

へ、新規に活動を始める団体は市

役所２階広報課へ。

　問合せは、広報課広報担当（３

３５・４０１９）へ。

▲ 写真や資料が数多く展示されて
います

◆一般汚水下水道使用料（２か月分）◆
基本料金 従量料金（１m3につき）

１～20㎥ 21～40㎥ 41～100㎥
101～
200㎥

201～
400㎥

401～
1000㎥

1001～
2000㎥

2001㎥
以上

532円
（532円）

56円
（58円）

76円
（79円）

95円
（100円）

116円
（123円）

141円
（150円）

166円
（177円）

192円
（205円）

※算出した額に、消費税・地方消費税５％が加算されます。

（　）内は現行使用料
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ご加入ください
中小企業勤労者サービス公社
　中小企業勤労者サービス公社は、市
内の中小企業に勤務する勤労者の総合
的な福祉事業を支援する団体です。
▽加入できる方　従業員が300人以下
の事業所に勤務する従業員と事業主
▽会費 入会金１人300円、会費１人月
額350円で全額事業者の負担
▽主な事業　各種給付金の支給、各種
バスツアーやスポーツ大会などの開
催、宿泊施設の宿泊費・人間ドック受
診料・観劇料などの補助、格安ツアー
やレジャーチケットなどのあっ旋、遊
園地やプール・スキー場の割引補助、
低金利での生活資金融資のあっ旋、お
得な情報満載の会報「ひばり」の配布
ほか
※中小企業勤労者サービス公社ホーム
ページ（http://www.hibarin.jp）でも
お知らせしています。
▽申込み 中小企業勤労者サービス公
社（中央文化セン

ター５階）へ
▽問合せ 中小企業勤労者サービス公
社（３６１・１１８８）

平成17年度
市（都）民税納税通知書を発送
　６月２日に、平成17年度市（都）民税
納税通知書を発送しました。対象は、
納税通知書により個人で納める方で
す。
　内容について不明な点がある方、ま
だ納税通知書が届いていない方は、市
民税課へご連絡ください。
　問合せは、市民税課普通徴収係（３３
５・４４４１）へ。

桜通り図書館
臨時休館のお知らせ

　６月20日（月）から22日（水）は、図書
整理のため桜通り図書館は臨時休館し
ます。
　問合せは、桜通り図書館（３６４・３
６１３）へ。

日新第二庭球場
休場のお知らせ

　７月４日（月）から８月31日（水）
は、人工芝張替工事のため日新第二
庭球場は休場します。

　問合せは、体育課施設係（３３５・
４４８８）へ。

■水辺の楽校推進協議会
　６月16日（木）午後４時半　府中駅
北第２庁舎３階会議室／傍聴希望の
方は当日直接会場へ／問合せは公園
緑地課緑化推進係（３３５・４３１
３）へ

■あさひ苑高齢者在宅介護支援セン
ター家

族介護者教室　①６月25日、②７月
23日（土）午後１時15分～３時半　同
セン
ター／対象は在宅で要介護状態の方を
介護・支援している家族の方／無料
／内容は①悪徳商法にご用心、②介
護保険制度について／申込み・問合
せは同セン

ター（369・0080）へ
■都介護支援専門員実務研修受講試

験　試験日は10月23日（日）／申込み
は７月１日（金）から30日（土）まで
（当日消印有効）に、決められた用紙
（市役所１階介護保険課に用意）で都
高齢者研究・福祉振興財団（〒162－
0823新宿区神楽河岸１の１セント
ラルプラザ14階）へ／問合せも同財
団（03・5206・8735）へ
■都立武蔵台養護学校のプール開放
とボランティア募集　７月27日（水）
から８月２日（火）　同校／土・日曜
日を除く／プール開放…午前は小・

中学生、午後は高校生以上／対象は
市民、市内在勤の知的障害のある方
で医師から水泳を禁止されていない
方と保護者、または保護者から依頼
された高校生以上の介助者／ボラン
ティア募集…内容はプール内での知
的障害のある方の介助／申込みは７
月１日（金）までに、電話で同校へ／
問合せも同校（042・576・7491）へ
■都立八王子盲学校学校公開　６月
18日（土）午前８時40分～午後零時50
分　同校／内容は授業公開、教育相

談、寄宿舎見学ほか／申込み・問合せ
は同校・副校長あて（0426・23・3278）
へ
■三多摩「学校・職場のいじめ」ホッ
トライン電話相談員募集　相談は８
月31日（水）から９月３日（土）午後１
時～８時／８月５日（金）から７日
（日）に初心者のための事前学習会
（１日600円）あり／主催は同ホット
ライン事務局／申込み・問合せは同
事務局・桜井あて（334・5203）へ

■土地利用調整審査会
　６月20日（月）午後７時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方は当日直
接会場へ／問合せは計画課（３３５・４
３３５）へ
■生涯学習審議会
　６月27日（月）午後２時　府中駅北第
２庁舎３階会議室／傍聴希望の方（先
着５人）は13日（月）から24日（金）まで
に、生涯学習課へ／問合せは同課企画
振興係（３３５・４４６４）へ

　市では、生涯学習活動のお手伝
いとして、学習会などに市職員が
出向き、市の業務や制度などにつ
いて、専門知識を生かした出前講
座を実施しています。
　ぜひ、ご利用ください。
▽日時　原則として、月曜から土
曜日の午前９時～午後９時のうち
で２時間

▽対象　市民、市内在勤・在学の方で
構成された10人以上の団体
▽会場　申込者が指定した場所
▽費用　無料／講座によっては材料
費など実費が必要
▽内容　下の表のとおり
▽申込み　開催予定日の20日前まで
に、電話、またはＦＡＸ（３６５・３５
９３）で生涯学習課へ

▽問合せ　生涯学習課企画振興係
（３３５・４４６３）

●出前講座メニュー●
【市政】
１ 情報公開制度のしくみ
２ 府中市の財政状況
３ やさしい住民税の話
４ 固定資産税の話
５ 適正、公平な市税の徴収について
６ 暮らしに役立つ届け出や証明
７ 住基ネットとは
８ わたしたちの公職選挙法
９ 市議会のしくみと役割について
【暮らし】
10 消費者相談について
11  国民年金のしくみ～明日のあなたを
考えて

12  家づくりのルール～建物と法律につ
いて

13 トイレなどの簡単な故障直し
14 府中国際交流サロンの活動紹介
15  姉妹都市佐久穂町・友好都市ウィー
ン市ヘルナルス区について

16 男女共同参画社会をめざして
17 文化美術講座～近代美術と武蔵野
【産業】
18 府中市の農業振興
19 府中市の工業
【福祉】
20 福祉サービス第三者評価
21 成年後見制度について

22 高齢者の福祉について
23 介護予防について
24 高齢者見守りネットワークについて
25 介護保険制度について
26 府中市の子育て支援について
27  守ろう！子どもの生命（いのち）防ごう！
児童虐待

【子育て】
28 府中市の学童クラブの現状について
29 在宅子育て支援について
30 子どもに絵本を
【健康】
31  国民健康保険のしくみ～健康、いい顔
ハッピーライフ

32 丈夫な歯は元気のみなもと
33 ８０２０（ハチマルニイマル）をめざして
34 いきいき健康づくり講座
35  生活習慣病予防の食生活～健診結果はい
かがでしたか

36 ライフステージに合わせた食生活
37 骨コツとろうカルシウム
38 キッズ栄養教室
【防災】
39 防災知識講座
40 地震体験講座
41 交通事故もしもの時に～交通災害共済
42 ストップ・ザ交通事故～交通安全教室
43 防犯講座
44  あなたの家は安全ですか～わが家の耐震
診断

【環境】
45  私たちのくらしと環境問題～調べてみ
よう身近な環境

46  府中市まちの環境美化条例に伴う取り
組み

47  府中市ISO１４００１環境マネジメン
トシステムと地球環境

48 家庭でできるごみ減量大作戦
【まちづくり】
49 狭あい道路拡幅整備事業について
50 都市景観づくり
51 都市計画
52 府中駅南口再開発事業について
【教育】
53  子どもの心の理解～教育相談員の立場
から

54 地域に根ざした教育
55 これからの学校
56 真の学力について
57 府中市の学校給食について
58 府中市の幼稚園
59  郷土の森博物館の活用法～楽しく学ぼ
う

60 生涯学習～学び返しのすすめ
61  知っているとおトクな図書館の上手な
使い方

【郷土史】
62 府中と多摩川の自然誌
63 国府と宿場の町・府中

▲ 市の業務や制度をわかりやすく
説明します

ふちゅうカレッジ出前講座ふちゅうカレッジ出前講座
ご利用ください
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府中
で活躍

するアスリートたちと一
府中
で活躍

するアスリートたちと一緒にににに

　・学習事業係　３３６・５７０８

生涯学習フェスティバル
出展・参加者募集

■市民作品展
　展示は９月24日（土）から10月２日
（日）　研修室ほか／対象は市民、市内
在勤・在学の方、または会員の半数以上
が市民、市内在勤・在学の方で構成され
た団体／先着500人／内容は絵画や写
真、工芸作品など／出展は１人１点／
規格は横1.2メートル以内／申込みは８月２
日（火）から22日（月）
■市民発表会
　発表会は10月２日（日）　アトリウム
／対象は会員の半数以上が市民、市内
在勤・在学の方で構成された団体／内
容は舞踊、朗読、演劇ほか／申込みは６
月30日（木）まで／申込み多数の場合は
選考

■学習グループワークショップ
　対象は市内に活動拠点を持つグルー
プ、またはグループを結成したい方／
内容はグループの活動紹介や情報提供
ほか／申込みは７月11日（月）まで

◇　　　◇　　　◇
　申込みは決められた用紙（当セン

ター、市役
所８階生涯学習課、各文化セン

ターに用意）で

当セン
ターへ
───────────────
■文化講演会「印象派絵画探訪」／Ｆ
　７月11日（月）午後２時～３時半　
講堂／対象は平成２年４月１日以前
生まれの市民、市内在勤・在学の方／
定員290人（抽せん）／無料／講師は
吉川節子氏（武蔵大学講師）／共催は
毎日新聞社／受講した方には森アー
ツセン

ターギャラリーで開催する「フィ
リップスコレクション展」の招待券
（１人１枚）を配布／申込みは６月18
日（土）まで（当日消印有効）に、往復
はがきに講座名、住所、氏名（ふりが
な）、年齢、電話番号、返信用あて名を
記入して、当セン

ター学習事業係へ／電子
申請可
■エル・ネット「オープンカレッジ」
／Ｆ
　講座名・日程・時間は下の表のとお
り　語学室／定員30人／無料（希望
者のみテキスト代各回100円）／申込
みは各講座の初回の前日まで（必着）
に、はがき、またはFAX（336・5709）
に講座名、住所、氏名（ふりがな）、年
齢、電話番号を記入して、当セン

ター学習事
業係へ／電子申請、または講座応募
箱での申込み可／定員を超えた場合
のみ参加の可否を連絡

　３６８・７９２１
観覧料　大人２００円・子供１００円

■星空観望会～月面を観察しよう
　６月18日（土）午後７時半～９時　
当館正門前集合／費用大人100円、子
供50円／内容は月や木星などを観察
／協力は府中天文同好会／中学生以
下は保護者同伴／雨天・曇天中止（当
日午後３時に決定）
■プラネタリウム夏の番組紹介
　９月４日（日）まで　プラネタリウ
ム／投影時間は下の表のとおり／費
用大人500円、子供250円（博物館観
覧料が別に必要）／内容は「プラネテ
ス」…近未来で宇宙ごみを回収する
青年とその仲間の物語、「親子星空散
歩」…星の動物園と七夕さま（７月31
日（日）まで）、出発進行！僕らの宇宙
旅行（８月２日（火）から）

あじさいまつりの催し

　７月３日（日）まで、郷土の森博物館
で「あじさいまつり」を開催しています。
　大正時代の町役場、かやぶき屋根の
農家など府中ゆかりの建物を背景に、
約30種１万株の色とりどりのアジサイ
をお楽しみください。

■初夏の輝き・あじさいの風コンサート
～日本フィル弦楽四重奏団
　６月19日（日）午後１時・３時　本館
エントランスホール／出演は渡邊　史
（ソプラノ）、日本フィル弦楽四重奏団
／曲目は寺内　昭…「あじさい」、「サウ
ンド・オブ・ミュージック」ほか
■梅味のつどい
　６月19日・26日（日）午前11時～午後
３時　本館前／無料／内容は梅園で採
れた梅の実を材料にした梅ジュースの
試飲と作り方の紹介

　３３６・３３７１

■公開制作～西山　仁「序庵」
　６月18日（土）から８月14日（日）午前
10時～午後５時　公開制作室／無料／
内容は自然光が降り注ぐ真っ白な草庵
／作家来館は火曜日を除く６月18日
（土）から７月18日（祝）

■常設展ギャラリートーク
　６月18日（土）午後２時　常設展示室
／無料（常設展観覧料が必要）／内容は
若林　奮の版画をテーマとする作品解
説／講師は当館学芸員／当日直接常設
展示ロビーへ

■市民ギャラリー「玄樸会書展」
　６月24日（金）から26日（日）午前10時
～午後５時（26日は午後３時まで）　市
民ギャラリー／無料／内容は書道作品
の展示

　６月26日（日）に総合体育館で、市内を拠点に活動している東芝府中ラグ
ビー部・サントリーラグビー部・トヨタ自動車男子バスケットボール部・Ｎ
ＥＣ男子バレーボール部・ＦＣ東京の選手と一緒に、ボールなどを使って触
れ合いながら楽しむイベントを開催します。
　ボールを使った遊びやミニゲーム大会、体験コーナーなど、体を動かしな
がら参加できる催しがいっぱいです。ぜひ、お越しください。

▽日時 ６月26日（日）午後１時～
５時

s
一
流
選
手
と
触
れ
合
い
な
が
ら
楽
し
め
ま
す

▽会場 総合体育館
▽入場 自由（無料）
▽内容
○バスケットボール…３オン３、
フリースロー大会ほか
○バレーボール…ミニゲーム、100
人バレーほか
○ラグビー…フェイント、タック
ルなどの体験

○サッカー…
キックターゲッ
ト、キックス
ピードほか
※体育館履きを
持参してくださ
い。
▽問合せ　ボー
ルふれあいフェ
スタ実行委員会
事務局（３３５・
４４９９＝体育
課内）

◆エル・ネット「オープンカレッジ」◆
講　座　名 日　　程 時　　間 大　学　名 全回数

21世紀の保健・医療・福祉を考える ７月１日（金） 午前10時～11時45分 東 洋 大 学 １

源氏物語への誘い
７月７日･14日（木） 午前10時～11時50分

淑 徳 大 学 ３
７月28日（木） 午前10時～11時55分

海辺の小さな生き物たち ７月８日･15日･22日・
29日（金） 午前10時～11時半 岡 山 大 学 ４

協調的交渉術 ７月11日（月） 午前10時～11時50分 法 政 大 学 １

瀬戸内芸予諸島の風土と地域開発 ７月18日・25日（月） 午前10時～11時50分 岡山商科大学 ２

お口の健康セミナー ７月27日（水） 午前10時～正午 北海道医療大学 １

※同じ講座でも回によって内容は異なります。

曜日
時間 平　日 土曜日 日曜日・

祝日・夏休み

午前11時 プラネテス

午後零時半 親子星空散歩

午後２時

プラネテス

午後３時半

※ 夏休み期間は、７月21日（木）から８月31日（水）
です。

▲西山　仁「天空」（2002年制作）

t 

若
林　

奮「
Ｖ
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
」（
１
９
９
４
年

制
作
）

▲日ごろの活動成果を発表します
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※各ページのＦマークは、「ふちゅうカレッジ1 0 0」の対象事業です。

　むさし府中商工会議所の「府中商人塾」では、府中のまちの活性化研究の
一環として、「100万人のキャンドルナイトin府中」を開催します。電気を消
し、ともしびの中で日常とは違うゆっくりとした時間を過ごすことを目的
に、大國魂神社参道にたくさんのキャンドルをともします。ぜひ、参加して
府中のくらやみとスローな時間を楽しみませんか。

▽日時 ６月18日（土）午後７時～
９時（小雨実施）
▽会場 フォーリス前けやき広場
～大國魂神社参道
▽内容 キャンドルの点灯（１個
300円）とライブ演奏

府中府中inキャンドルナイト
でんきを消してスローな夜をでんきを消してスローな夜を

府中府中100万
人の

　３５１・４６００

■あなたがつくる府中の女性史講座／
Ｆ
　日程・内容・講師は下の表のとおり／
対象は市民、市内在勤・在学で全回出席
できる方／先着20人／無料／託児希望
の方（１歳～就学前の幼児先着10人、お
やつ代500円が必要）は６月23日（木）ま
でに、電話で当セン

ターへ／申込みは６月13
日（月）午前９時から電話で当セン

ターへ

　３３５・６２１１

■夏休み劇場ウォッチング～能ってな
に！？
　７月22日（金）午後２時　ふるさと
ホール／対象は小学生と保護者／定員
500人（抽せん）／無料／内容は能の解

説、能装束の着付け、能面を当ててみ
るほか／案内役は中森貫太氏（観世
流能楽師）／申込みは７月１日（金）
まで（当日消印有効）に、はがき、また
はＦＡＸ（335･6219）に参加希望者全
員の住所、氏名（ふりがな）、学校名、
学年、電話番号、保護者氏名（１人）を
記入して、当館「能ってなに」係へ／
小学校入学前のお子さんの入場不可
／問合せは事業係（335･6210）へ

■フランシスコ・カナロ楽団～甦る
タンゴの王様
　10月21日（金）午後７時　どりーむ
ホール／入場料Ｓ席5500円、Ａ席
4500円、Ｂ席3500円／内容はタンゴ
の演奏と歌とダンス／チケット発売
は６月19日（日）から／小学校入学前

のお子さんの入場不可
■府中の森クラシックコレクション
「松本美和子ソプラノ・リサイタル」
　10月29日（土）午後６時半　ウィー
ンホール／入場料4000円（全席指定）
／出演は松本美和子（ソプラノ）、ビ
ンチェンツォ・スカレーラ（ピアノ）
／曲目はドボルザーク…「月に寄せ
る歌」ほか／チケット予約は６月13
日（月）から／発売は翌日から／小学
校入学前のお子さんの入場不可

　３６０・３３１１

■ふしぎ発見科学教室「いろんなも
のを染めてみよう」
　６月25日（土）午後１時半～４時　
学習室／対象は小学３年生以上の方
／先着25人／費用300円／内容はタ
マネギの皮を使って布や卵などを染
める／協力は科学体験クラブ府中／
申込みは午前９時から当館へ（電話
可）

　・子供サイエンススクール　３３６・６８００

■子供サイエンススクール「ガラス細
工」
　６月18日（土）午前９時～正午／対
象は小学４～６年生／先着30人／無
料／ 内容はガラス管を熱で加工し
てスポイトやビーズの入ったマド
ラーを作る／講師は住吉小教諭／申
込みは６月13日（月）・14日（火）午前
９時～正午、午後１時～４時半に、電
話で当セン

ターへ

　・市民福祉公社 ３３４・３０４０

　・府中ボランティアセン
ター　３６４・００８８

　・社会福祉協議会 ３６４・５３８２

■病気と福祉のわかりやすい話／Ｆ
　６月28日（火）午後１時半～３時半

　白糸台文化セン
ター／対象は市民／先着30

人／無料／内容は病気の話「熱中症に
ついて」…講師は品田秀穂氏（医師）、福
祉の話「福祉の考え方」／協力は府中市
医師会／申込み・問合せは市民福祉公
社へ
■夏のボランティア体験学習
　日程は下の表のとおり／対象は市
民、または市内在学の中学～大学生（専
門学校生などを含む）／定員266人（抽
せん）／無料／内容は施設体験コース
…市内の高齢者施設、障害者（児）施設、
児童施設でのボランティア体験、特別
体験コース…ＮＰＯ・ボランティア団
体・市が行っている事業でのボラン
ティア体験／施設体験コースは１人１
施設で、施設はボランティアセン

ターで決定
／申込みは６月27日（月）までに、決め
られた用紙（当セン

ターなどに用意）で当セン
ターへ

／問合せは府中ボランティアセン
ターへ

■夏休み親子海水浴
　７月22日（金）・23日（土）の１泊２日
　前原海水浴場（千葉県鴨川市）／対象
は市民で、ひとり親家庭の親子（子供は
小学生以下）／定員45人／費用大人
3000円、子供2500円、３歳以下1000円
（昼食代は自己負担）／申込みは６月13
日（月）から23日（木）に電話で社会福祉
協議会へ（土・日曜日を除く）／申込み
多数の場合は初めての方を優先して抽
せん／交通手段は貸切バス／問合せは
社会福祉協議会へ

※当日のボランティアを募集してい
ます。
▽問合せ 経済観光課商工係（３３
５・４１４２）、またはむさし府中商
工会議所（３６２・６４２１）

コース名 日　程

オリエンテ－
ション ７月21日（木） 午後２時～４時

施
設
体
験
コ
ー
ス

Ａコ－ス ７月25日（月）から
29日（金）

①午前コース
午前10時～

正午
②午後コース
午後１時～３時
③一日コース
午前10時～

午後３時

Ｂコ－ス ８月１日（月）から
５日（金）

Ｃ・D
コ－ス

８月８日（月）から
12日（金）

特別体験
コース

７月22日（金）から
８月18日（木）

一日・宿泊コー
スなどを予定

反省会 ８月19日（金） 午後２時～４時

※ 施設の都合で体験日数・時間が異なる場合がありま
す。

▲ 能の世界をわかりやすく解説

▲ フランシスコ・カナロ楽団の演奏
に舞う華麗なダンス

▽会員特典
〇企画展・常設展の観覧料が無
料（入会日から１年間有効）
〇学芸員による作品説明会の
ギャラリートークなどに招待
〇府中市美術館だより（年３回
発行）を配布
〇美術館内喫茶店で飲食メ
ニュー各50円割引、生涯学習セ
ンター内飲食店で飲食料金を１
割引（会員証の提示が必要）
▽費用（年会費）　大人2500円、
高校・大学生1500円、小・中学生
800円
▽申込み　決められた用紙（府
中市美術館に用意）で、会費を
持って府中市美術館へ
▽問合せ　府中市美術館（３３
６・３３７１）

とときをとときを

　府中市美術館では、いつでも、お好きなときに美術作品を観覧でき、
もっと身近に美術作品に親しんでいただくため、メンバーシップ制度が
あります。入会されると、次の特典があります。ぜひ、ご利用ください。

回 日　程 内　容 講　師

１６月30日（木） 地域女性史とは 奥田暁子氏
（大妻女子大学講師）

２ ７月７日（木）

女性史編さんの資料
集めⅠ～聞き取りを
する

織田宏子氏
（杉並区女性史編さ
んの会会員）

３ ７月14日（木） 地域の中の女性 市職員

４７月21日（木）

女性史編さんの資料
集めⅡ～通史をつく
る 奥田暁子氏

（大妻女子大学講師）

５ ７月28日（木）
女性史編さんのポイ
ント

※時間は、いずれも午後２時～４時。

▲松本美和子

▲ 企画展の内容や美術作品を紹介
する府中市美術館だより


